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広域

火災時、迅速に放水を行うための訓練の様子。
日頃から様々な災害を想定した訓練を行い、備えています。
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◎広域消防からのお知らせ・・・・・・・・・

◎令和２年度財政状況・・・・・・・・・・・・・

◎消防職員募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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気仙沼・南三陸フォトコンテストを開催します

令和４年度採用

消防職員募集

受験申込：組合事務局、気仙沼市役所人事課、南三陸町役場
総務課、各消防署に備え付け、または組合事務局ホームペー
ジ（http://km-kouiki.jp/）に掲載の申込用紙に必要事項
を記入し、下記の期日まで申し込みください。 

職 種

採 用 予 定 人 員

試 験 日 時・場 所

申 込 期 間

申 込 書 提 出 先

受 験 資 格

試 験 科 目

問い合わせ先　気仙沼・本吉地域広域行政事務組合事務局　行政係
〒988-0104　宮城県気仙沼市赤岩五駄鱈４３番地２　　TEL.0226-22-9111

若干名

令和３年９月 19 日（日）午前 9 時から　　　気仙沼・本吉広域防災センター

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合　事務局

一次試験　　教養試験、適性検査（２科目）、体力測定（７種目）
※二次試験の実施内容などは一次試験合格者に直接通知します。

令和３年７月１日（木）～令和３年８月４日（水）
※閉庁日を除く。郵送の場合は締切日の午後５時 15 分必着。

消防吏員（初級職） 消防士

①平成９年４月２日から平成16 年４月１日までに生まれた方で、高校卒業程度の学力を
有する方

②色力正常で、両眼とも裸眼視力が 0.7 以上、または矯正視力が 1.0 以上であること
③聴力が正常であること
④その他、職務遂行に支障がなく健康であること　

○募集期間　2021年10月1日（金）～2022年1月12日（水）  
　　　　　　※閉庁日（土・日・祝日）を除く。
　　　　　　　郵送の場合は締切日必着。
○サ イ ズ　Ａ４サイズ・四つ切（ワイド可）プリント
○結果発表　2022年１月下旬
○審 査 員　プロカメラマン１名他
○賞　　等　最優秀賞（全体から１点・賞状・賞金）
　　　　　　優 秀 賞（全体から２点・賞状・賞金）
　　　　　　佳　　作（全体から10点・賞状）
　　　　　　賞 候 補（全体から15点以内）※美術館にて展示

※応募作品は、2021年１月以降に気仙沼市・南三陸町内で
　撮影された未発表作品に限ります。（１人３点まで）

～送付先・問い合わせ先～
　気仙沼・本吉地域広域行政事務組合事務局　行政係
　〒988-0104　気仙沼市赤岩五駄鱈43番地2
   TEL：0226-22-9111  　　FAX：0226-22-8008 

第５回気仙沼・南三陸フォトコンテスト
最優秀賞　「気嵐の満船入港」
菊田　清一 さん（気仙沼市）

テーマは「未来に残したい、私たちの今」です。

第6回

　気仙沼市・南三陸町の暮らし・祭り・年中行事・催事など日常で見られる様々な風景をおさ
めた写真を募集します。
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当
館
で
は
開
館
以
来
、
展
覧
会
事
業
を

行
う
一
方
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
各
種
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
や
工
作
教
室
を
は
じ
め
と
す
る
教
育

普
及
事
業
を
主
要
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
学
芸
員
を
中
心
に
「
出
前
授

業
」
事
業
や
外
部
依
頼
に
よ
る
多
様
な
イ

ベ
ン
ト
・
学
校
行
事
・
工
作
講
座
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
・
講
演
会
等
に
お
い
て
講
師
を
務

め
る
な
ど
、
館
外
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
岐
に
わ
た
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
の
中
か
ら
、主
に
「
美

術
・
工
作
」
の
分
野
で
一
部
定
番
化
し
た
代

表
的
な
講
座
を
中
心
に
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

関
連
資
料
、
作
品
見
本
等
を
併
せ
て
展
示

し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
実
際
の
制
作
の
手
引
き
と
な

る
よ
う
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
展
示
を
通
し
、
当
館
の
教
育
普

及
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
皆
様
の
創
作
活
動
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
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リ
ア
美
ニ
ュ
ー
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—開館時間—
午前 9 時 30 分～午後５時

※最終入館は午後４時 30 分まで

—休館日—
毎週月･火曜日、祝日の翌日
年末年始･メンテナンス休館

—常設展観覧料—
一般︓700（600）円

大学生･専門学生︓600（500）円
高校生︓500（400）円

小･中学生︓350（200）円
※（）は 20 名以上の団体料金

—所在・連絡先—
〒988-0171 気仙沼市赤岩牧沢 138-5

TEL︓0226-24-1611
FAX︓0226-24-1448

Email︓riasark.m@nifty.com
http://www.riasark.com

※展覧会の会期等は都合により変更となる場合が
あります。ご利用の際は事前にチラシやホーム
ページ等にてご確認ください。

今
年
度
後
期
の
催
し
物
を
紹
介
し
ま
す
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ア
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教
育
普
及
活
動
の
記
録
展

８
月
７
日
㊏
〜
８
月
29
日
㊐

２
月
５
日
㊏
〜
３
月
21
日
㊊

共
催
展
覧
会
予
定
（
６
／
26
現
在
）

観
覧
無
料

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
軌
跡

過去のワークショップ「ゼミ」「出前授業」の様子

工作のレシピや
作品見本などが並びます 常

設
展

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で

①
②
③
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

  

「
方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
」

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・
生
活
文
化
を
【
食
】

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
期
の
ミ
ニ
展
示「
方
舟
漂
流
記
」で
は「
ス

ポ
ー
ツ
」
を
テ
ー
マ
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」や
「
ス

ポ
ー
ツ
の
歴
史
」
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
で
、
そ
の

文
化
や
豆
知
識
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。〈
ラ

ジ
オ
体
操
の
ひ
み
つ
〉、〈
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
何
？
〉

と
いっ
た
謎
や
疑
問
に
迫
り
ま
す
。

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示

当
館
と
関
わ
り
の
あ
る
東
北
・
北
海
道

を
中
心
と
し
た
美
術
家
の
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
約
70
点
を
作
家
紹
介
パ
ネ
ル
と
と

も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の
災
害
史

当
館
学
芸
員
ら
が
取
材
し
た

記
録
写
真
と
収
集
し
た
被
災
物

品
に
解
説
・
コ
メ
ン
ト
を
添
え
、

明
治
29
年
・
昭
和
８
年
の
津
波

災
害
史
の
資
料
等
と
と
も
に
展

示
し
て
い
ま
す
。
　
　

多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き

た
い
内
容
で
す
。

ひ
も

９
月
23
日
㊍
〜
10
月
31
日
㊐

観
覧
無
料

方
舟
祭
（
は
こ
ぶ
ね
さ
い
）
は
当
館
主
催

の
市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
表
現
活
動

を
行
っ
て
い
る
方
々
の
絵
画
・
写
真
・
手
工

芸
等
の
多
彩
な
発
表
を
週
替
わ
り
で
紹
介

し
ま
す
。
趣
味
探
し
の
機
会
と
し
て
も
絶

好
の
機
会
と
い
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
度
の
「
新
！
方
舟
祭
２
０
２

０
」
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
開
催
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク

が
高
い
と
さ
れ
る
「
密
閉
空
間
で
の
飛
沫
拡

散
」
の
状
況
を
避
け
る
都
合
上
、
音
楽
や

舞
踊
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
を
や
む
な
く

休
止
と
し
ま
し
た
。
万
全
を
期
す
た
め
の

措
置
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
＝
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小
学
生
◆

テ
ー
マ
＝
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し
た
よ
◆
応

募
期
間
＝
８
／
23
〜
９
／
11
◆
賞
品
＝
地
域
商
品

券
（
大
賞
＝
２
万
円
分
、
優
秀
賞
＝
５
千
円
分
）、

図
書
カ
ー
ド
（
佳
作
＝
千
円
分
）◆
応
募
無
料
◆

作
品
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
作
品
へ
添
付
。
提

出
票
と
と
も
に
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
募
集
！

人
気
企
画
。今
年
は
や
り
ま
す
よ
!!

リ
ア
ス・ジ
ュニ
ア

　

  

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
❺

11
月
20
日（
土
）〜
12
月
26
日（
日
）

気
仙
沼
・
南
三
陸
地
域
内
の
小
学
生
を

対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
の
５
回
展
で
す
。

「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し
た
よ
」
を

テ
ー
マ
に
作
品
を
募
集
し
、
応
募
さ
れ
た
作

品
全
て
を
展
示
し
ま
す
。
　

大
賞
・
優
秀
賞
・
佳
作
の
入
賞
者
に
は

賞
品
と
し
て「
地
域
商
品
券
」や「
図
書
カ
ー

ド
」
等
が
贈
ら
れ
ま
す
。
８
月
末
よ
り
学

校
を
通
じ
て
募
集
す
る
予
定
で
す
。
気
仙

沼
市
・
南
三
陸
町
の
小
学
生
の
み
な
さ
ん
！

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！ 

観
覧
無
料

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
の
状
況
と
、

10
年
を
経
た
現
在
の
状
況
を
風
景
写
真
で

比
較
し
、
復
旧
復
興
事
業
の
成
果
と
残
さ

れ
た
課
題
の
検
証
や
「
伝
承
す
べ
き
こ
と
」

の
再
確
認
、「
震
災
記
憶
再
生
の
た
め
の
表

現
」
を
考
察
し
ま
す
。

ま
た
、
当
地
域
以
外
の
震
災
後
の
状
況

や
伝
承
施
設
等
に
加
え
、
国
内
外
の
震
災
・

大
規
模
災
害
被
災
地
情
報
を
併
せ
て
紹
介

す
る
予
定
で
す
。 

【
観
覧
無
料
】

　※

当
館
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ご
来
館
の
際
は
検
温
や
手

指
の
消
毒
の
ほ
か
、
マ
ス
ク
の
着
用
等
ご
協
力
願
い
ま
す
。

過去の発表の様子

夢玄面友会 （能面作品展）

Light＆Letters （写真等パネル･インスタレーション展示） 補陀寺仏像彫刻教室 （木彫刻作品展）

唐
桑
町
鮪
立
漁
港
　 

　
㊤
２
０
１
１
年
４
月
　 

　
㊦
２
０
２
０
年
10
月

さをり織り 工房 わい （織布作品展）

花葡萄の会 （かご編み作品展）

リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展

東
日
本
大
震
災
発
生
10
年
特
別
企
画
展

あ
の
時
、現
在

〜
そ
し
て 
こ
れ
か
ら

手作り工房Tink
（手工芸展）

写団「昴」 （写真展）
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—開館時間—
午前 9 時 30 分～午後５時

※最終入館は午後４時 30 分まで

—休館日—
毎週月･火曜日、祝日の翌日
年末年始･メンテナンス休館

—常設展観覧料—
一般︓700（600）円

大学生･専門学生︓600（500）円
高校生︓500（400）円

小･中学生︓350（200）円
※（）は 20 名以上の団体料金

—所在・連絡先—
〒988-0171 気仙沼市赤岩牧沢 138-5

TEL︓0226-24-1611
FAX︓0226-24-1448

Email︓riasark.m@nifty.com
http://www.riasark.com

※展覧会の会期等は都合により変更となる場合が
あります。ご利用の際は事前にチラシやホーム
ページ等にてご確認ください。
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５
日
㊏
〜
３
月
21
日
㊊

共
催
展
覧
会
予
定
（
６
／
26
現
在
）

観
覧
無
料

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
軌
跡

過去のワークショップ「ゼミ」「出前授業」の様子

工作のレシピや
作品見本などが並びます 常

設
展

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で

①
②
③
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

  

「
方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
」

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・
生
活
文
化
を
【
食
】

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
期
の
ミ
ニ
展
示「
方
舟
漂
流
記
」で
は「
ス

ポ
ー
ツ
」
を
テ
ー
マ
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」や
「
ス

ポ
ー
ツ
の
歴
史
」
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
で
、
そ
の

文
化
や
豆
知
識
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。〈
ラ

ジ
オ
体
操
の
ひ
み
つ
〉、〈
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
何
？
〉

と
いっ
た
謎
や
疑
問
に
迫
り
ま
す
。

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示

当
館
と
関
わ
り
の
あ
る
東
北
・
北
海
道

を
中
心
と
し
た
美
術
家
の
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
約
70
点
を
作
家
紹
介
パ
ネ
ル
と
と

も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の
災
害
史

当
館
学
芸
員
ら
が
取
材
し
た

記
録
写
真
と
収
集
し
た
被
災
物

品
に
解
説
・
コ
メ
ン
ト
を
添
え
、

明
治
29
年
・
昭
和
８
年
の
津
波

災
害
史
の
資
料
等
と
と
も
に
展

示
し
て
い
ま
す
。
　
　

多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き

た
い
内
容
で
す
。

ひ
も

９
月
23
日
㊍
〜
10
月
31
日
㊐

観
覧
無
料

方
舟
祭
（
は
こ
ぶ
ね
さ
い
）
は
当
館
主
催

の
市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
表
現
活
動

を
行
っ
て
い
る
方
々
の
絵
画
・
写
真
・
手
工

芸
等
の
多
彩
な
発
表
を
週
替
わ
り
で
紹
介

し
ま
す
。
趣
味
探
し
の
機
会
と
し
て
も
絶

好
の
機
会
と
い
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
度
の
「
新
！
方
舟
祭
２
０
２

０
」
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
開
催
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク

が
高
い
と
さ
れ
る
「
密
閉
空
間
で
の
飛
沫
拡

散
」
の
状
況
を
避
け
る
都
合
上
、
音
楽
や

舞
踊
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
を
や
む
な
く

休
止
と
し
ま
し
た
。
万
全
を
期
す
た
め
の

措
置
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
＝
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小
学
生
◆

テ
ー
マ
＝
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し
た
よ
◆
応

募
期
間
＝
８
／
23
〜
９
／
11
◆
賞
品
＝
地
域
商
品

券
（
大
賞
＝
２
万
円
分
、
優
秀
賞
＝
５
千
円
分
）、

図
書
カ
ー
ド
（
佳
作
＝
千
円
分
）◆
応
募
無
料
◆

作
品
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
作
品
へ
添
付
。
提

出
票
と
と
も
に
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
募
集
！

人
気
企
画
。今
年
は
や
り
ま
す
よ
!!

リ
ア
ス・ジ
ュニ
ア

　

  

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
❺

11
月
20
日（
土
）〜
12
月
26
日（
日
）

気
仙
沼
・
南
三
陸
地
域
内
の
小
学
生
を

対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
の
５
回
展
で
す
。

「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し
た
よ
」
を

テ
ー
マ
に
作
品
を
募
集
し
、
応
募
さ
れ
た
作

品
全
て
を
展
示
し
ま
す
。
　

大
賞
・
優
秀
賞
・
佳
作
の
入
賞
者
に
は

賞
品
と
し
て「
地
域
商
品
券
」や「
図
書
カ
ー

ド
」
等
が
贈
ら
れ
ま
す
。
８
月
末
よ
り
学

校
を
通
じ
て
募
集
す
る
予
定
で
す
。
気
仙

沼
市
・
南
三
陸
町
の
小
学
生
の
み
な
さ
ん
！

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！ 

観
覧
無
料

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
の
状
況
と
、

10
年
を
経
た
現
在
の
状
況
を
風
景
写
真
で

比
較
し
、
復
旧
復
興
事
業
の
成
果
と
残
さ

れ
た
課
題
の
検
証
や
「
伝
承
す
べ
き
こ
と
」

の
再
確
認
、「
震
災
記
憶
再
生
の
た
め
の
表

現
」
を
考
察
し
ま
す
。

ま
た
、
当
地
域
以
外
の
震
災
後
の
状
況

や
伝
承
施
設
等
に
加
え
、
国
内
外
の
震
災
・

大
規
模
災
害
被
災
地
情
報
を
併
せ
て
紹
介

す
る
予
定
で
す
。 

【
観
覧
無
料
】

　※

当
館
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ご
来
館
の
際
は
検
温
や
手

指
の
消
毒
の
ほ
か
、
マ
ス
ク
の
着
用
等
ご
協
力
願
い
ま
す
。

過去の発表の様子

夢玄面友会 （能面作品展）

Light＆Letters （写真等パネル･インスタレーション展示） 補陀寺仏像彫刻教室 （木彫刻作品展）

唐
桑
町
鮪
立
漁
港
　 

　
㊤
２
０
１
１
年
４
月
　 

　
㊦
２
０
２
０
年
10
月

さをり織り 工房 わい （織布作品展）

花葡萄の会 （かご編み作品展）

リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展

東
日
本
大
震
災
発
生
10
年
特
別
企
画
展

あ
の
時
、現
在

〜
そ
し
て 

こ
れ
か
ら

手作り工房Tink
（手工芸展）

写団「昴」 （写真展）
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南
三
陸
消
防
署
歌
津
出
張
所
の
ポ

ン
プ
車
を
更
新
し
、
令
和
３
年
２
月

か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

新
し
い
ポ
ン
プ
車
は
、
装
備
も
最

新
の
も
の
が
積
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
を
守

る
た
め
に
、
新
た
な
車
両
と
装
備
を

有
効
活
用
し
て
、
よ
り
良
い
消
防
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
外
出
自
粛
に
よ
り

屋
外
で
の
活
動
が
減
り
、
体
が
気
温
の

上
昇
に
適
応
で
き
ず
、
さ
ら
に
マ
ス
ク

着
用
に
よ
り
熱
が
こ
も
る
な
ど
例
年
以

上
に
熱
中
症
リ
ス
ク
が
増
加
し
ま
す
。

当
消
防
本
部
管
内
で
は
、
昨
年
６
月

か
ら
９
月
ま
で
熱
中
症
・
熱
中
症
疑
い

に
よ
る
救
急
搬
送
が
41
件
（
う
ち
３
件

重
症
）
あ
り
ま
し
た
。
感
染
対
策
と
熱

中
症
予
防
の
両
立
を
行
い
な
が
ら
暑
さ

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

令
和
３
年
４
月
下
旬
か
ら
環
境
省
と

気
象
庁
は
全
国
を
対
象
に
「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
と
は
、
熱

中
症
の
危
険
が
極
め
て
高
く
な
る
と
予

想
さ
れ
る
際
に
、
気
象
庁
か
ら
発
表
さ

れ
ま
す
。

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表
さ

れ
た
際
は
、
普
段
以
上
に
熱
中
症
予
防

に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

消
防
法
令
に
基
づ
い
て
消
火
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
建
物
等
で
、

製
造
年
が
２
０
１
１
年
以
前
の
「
旧
規

格
」
の
消
火
器
を
設
置
で
き
る
の
は
２

０
２
１
年
12
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
１
月
１
日
以
降
は
旧
規
格

の
消
火
器
の
設
置
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
計
画
的
な
交
換
・
リ
サ
イ

ク
ル
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

製
造
年
が
２
０
１
２
年
以
降
の
も
の

は
「
旧
規
格
」
の
消
火
器
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
製
造
年
が
２
０
１
１
年
以
前
の

も
の
に
つ
い
て
次
の
内
容
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

適
応
火
災
が
「
文
字
」
で
「
普
通
・
油
・

電
気
」
と
表
示
さ
れ
て
い
た
ら
「
旧
規
格
」

の
消
火
器
で
す
。
適
応
火
災
が
「
絵
」

で
表
示
さ
れ
て
い
た
ら
「
新
規
格
」
の

消
火
器
で
す
。

見
た
目
が
新
し
く
見
え
る
消
火
器
で

も
、
長
期
間
設
置
し
て
い
る
と
経
年
で

不
具
合
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

各
メ
ー
カ
ー
が
推
奨
す
る
業
務
用
消
火

器
の
設
計
標
準
使
用
期
限
は
約
10
年
で

す
。
ま
た
、
住
宅
用
消
火
器
の
有
効
期

限
は
お
お
む
ね
５
～
６
年
で
す
。
ご
家

庭
に
任
意
で
設
置
し
て
い
る
消
火
器
に

交
換
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
該
期

間
内
で
の
交
換
を
推
奨
し
ま
す
。

古
い
消
火
器
は
「
廃
消
火
器
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
回
収
し
、
メ
ー

カ
ー
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

回
収
窓
口
に
つ
い
て
は
、
消
火
器
取
扱

業
者
・
販
売
店
に
相
談
す
る
か
、
消
火

器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
し
て
、
直
接
リ
サ
イ

ク
ル
窓
口
に
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

１ こまめな水分・塩分補給

２ 暑い場所を避けて過ごす

３ 風通しの良い服装をする

４ 冷房を積極的に使用する

５ 屋外で人との十分な距離が確保できる

   場合はマスクをはずす

広域消防からのお知らせ

01
新
し
い
車
両
の
紹
介

03
旧
規
格
消
火
器
は
交
換
が
必
要
で
す
！

02
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

コロナ禍での熱中症予防

・規格：消防ポンプ自動車ＣＤ－１型 ・車両総重量：7,145kg

・水槽容量：600L　・乗車人数：５人 ・高さ：3,060mm　　

・長さ：5,770mm　 ・幅：1,920mm ・排気量：4,000cc　

・CAFS（圧縮空気泡消火装置）搭載  ・衝突防止装置搭載

04
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

新
旧
規
格
消
火
器
の
見
分
け
方

の
例

ご
自
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
正
常
に
作
動
し
て
い
ま

す
か
？
電
池
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

火
災
か
ら
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持
管
理
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
、
点

検
ボ
タ
ン
を
押
す
か
点
検
ひ
も
を
引
き
、

定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

作
動
確
認
を
し
て
も
反
応
が
な
け
れ
ば
、

本
体
の
故
障
か
電
池
切
れ
で
す
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
本
体
ま
た
は
電
池
を

交
換
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
熱
中
症
対
策

歌
津
ポ
ン
プ
車
を
更
新

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設
置
か
ら
10

年
が
経
過
し
た
場
合
、
本
体
内
部
の
電

子
部
品
が
劣
化
し
て
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本

体
の
交
換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
・
維
持
管
理
の
調
査
で
、
各
ご
家

庭
を
訪
問
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
訪
問
し

た
消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
）

消
火
器
の
設
計
標
準
使
用
期
限

は
「
お
お
む
ね
10
年
」
で
す

定
期
的
な
作
動
確
認
を
お
願
い

し
ま
す

古
く
な
っ
た
ら
交
換
を
お
願
い

し
ま
す

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
に

注
意

消
防
職
員
が
戸
別
訪
問
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

古
い
消
火
器
は
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
ま
す

 

消火器リサイク

ル推進センター

QR コード

正常であれば
　音が鳴ります

ボタンを押す または ひもを引く

車 両 諸 元
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南
三
陸
消
防
署
歌
津
出
張
所
の
ポ

ン
プ
車
を
更
新
し
、
令
和
３
年
２
月

か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

新
し
い
ポ
ン
プ
車
は
、
装
備
も
最

新
の
も
の
が
積
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
を
守

る
た
め
に
、
新
た
な
車
両
と
装
備
を

有
効
活
用
し
て
、
よ
り
良
い
消
防
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
外
出
自
粛
に
よ
り

屋
外
で
の
活
動
が
減
り
、
体
が
気
温
の

上
昇
に
適
応
で
き
ず
、
さ
ら
に
マ
ス
ク

着
用
に
よ
り
熱
が
こ
も
る
な
ど
例
年
以

上
に
熱
中
症
リ
ス
ク
が
増
加
し
ま
す
。

当
消
防
本
部
管
内
で
は
、
昨
年
６
月

か
ら
９
月
ま
で
熱
中
症
・
熱
中
症
疑
い

に
よ
る
救
急
搬
送
が
41
件
（
う
ち
３
件

重
症
）
あ
り
ま
し
た
。
感
染
対
策
と
熱

中
症
予
防
の
両
立
を
行
い
な
が
ら
暑
さ

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

令
和
３
年
４
月
下
旬
か
ら
環
境
省
と

気
象
庁
は
全
国
を
対
象
に
「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
と
は
、
熱

中
症
の
危
険
が
極
め
て
高
く
な
る
と
予

想
さ
れ
る
際
に
、
気
象
庁
か
ら
発
表
さ

れ
ま
す
。

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表
さ

れ
た
際
は
、
普
段
以
上
に
熱
中
症
予
防

に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

消
防
法
令
に
基
づ
い
て
消
火
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
建
物
等
で
、

製
造
年
が
２
０
１
１
年
以
前
の
「
旧
規

格
」
の
消
火
器
を
設
置
で
き
る
の
は
２

０
２
１
年
12
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
１
月
１
日
以
降
は
旧
規
格

の
消
火
器
の
設
置
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
計
画
的
な
交
換
・
リ
サ
イ

ク
ル
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

製
造
年
が
２
０
１
２
年
以
降
の
も
の

は
「
旧
規
格
」
の
消
火
器
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
製
造
年
が
２
０
１
１
年
以
前
の

も
の
に
つ
い
て
次
の
内
容
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

適
応
火
災
が
「
文
字
」
で
「
普
通
・
油
・

電
気
」
と
表
示
さ
れ
て
い
た
ら
「
旧
規
格
」

の
消
火
器
で
す
。
適
応
火
災
が
「
絵
」

で
表
示
さ
れ
て
い
た
ら
「
新
規
格
」
の

消
火
器
で
す
。

見
た
目
が
新
し
く
見
え
る
消
火
器
で

も
、
長
期
間
設
置
し
て
い
る
と
経
年
で

不
具
合
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

各
メ
ー
カ
ー
が
推
奨
す
る
業
務
用
消
火

器
の
設
計
標
準
使
用
期
限
は
約
10
年
で

す
。
ま
た
、
住
宅
用
消
火
器
の
有
効
期

限
は
お
お
む
ね
５
～
６
年
で
す
。
ご
家

庭
に
任
意
で
設
置
し
て
い
る
消
火
器
に

交
換
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
該
期

間
内
で
の
交
換
を
推
奨
し
ま
す
。

古
い
消
火
器
は
「
廃
消
火
器
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
回
収
し
、
メ
ー

カ
ー
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

回
収
窓
口
に
つ
い
て
は
、
消
火
器
取
扱

業
者
・
販
売
店
に
相
談
す
る
か
、
消
火

器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
し
て
、
直
接
リ
サ
イ

ク
ル
窓
口
に
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

１ こまめな水分・塩分補給

２ 暑い場所を避けて過ごす

３ 風通しの良い服装をする

４ 冷房を積極的に使用する

５ 屋外で人との十分な距離が確保できる

   場合はマスクをはずす

広域消防からのお知らせ

01
新
し
い
車
両
の
紹
介

03
旧
規
格
消
火
器
は
交
換
が
必
要
で
す
！

02
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

コロナ禍での熱中症予防

・規格：消防ポンプ自動車ＣＤ－１型 ・車両総重量：7,145kg

・水槽容量：600L　・乗車人数：５人 ・高さ：3,060mm　　

・長さ：5,770mm　 ・幅：1,920mm ・排気量：4,000cc　

・CAFS（圧縮空気泡消火装置）搭載  ・衝突防止装置搭載

04
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

新
旧
規
格
消
火
器
の
見
分
け
方

の
例

ご
自
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
正
常
に
作
動
し
て
い
ま

す
か
？
電
池
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

火
災
か
ら
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持
管
理
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
、
点

検
ボ
タ
ン
を
押
す
か
点
検
ひ
も
を
引
き
、

定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

作
動
確
認
を
し
て
も
反
応
が
な
け
れ
ば
、

本
体
の
故
障
か
電
池
切
れ
で
す
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
本
体
ま
た
は
電
池
を

交
換
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
熱
中
症
対
策

歌
津
ポ
ン
プ
車
を
更
新

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設
置
か
ら
10

年
が
経
過
し
た
場
合
、
本
体
内
部
の
電

子
部
品
が
劣
化
し
て
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本

体
の
交
換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
・
維
持
管
理
の
調
査
で
、
各
ご
家

庭
を
訪
問
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
訪
問
し

た
消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
）

消
火
器
の
設
計
標
準
使
用
期
限

は
「
お
お
む
ね
10
年
」
で
す

定
期
的
な
作
動
確
認
を
お
願
い

し
ま
す

古
く
な
っ
た
ら
交
換
を
お
願
い

し
ま
す

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
に

注
意

消
防
職
員
が
戸
別
訪
問
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

古
い
消
火
器
は
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
ま
す

 

消火器リサイク

ル推進センター

QR コード

正常であれば
　音が鳴ります

ボタンを押す または ひもを引く

車 両 諸 元
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令和２年度　地球温暖化防止対策実施状況

当組合における令和２年度地球温暖化防止対策の実施状況は、下記のとおりです。

◎燃料関係

◎上水道関係

◎コピー枚数

（広報紙掲載補助金事業）

項　　目 単　　位 排出係数 活動量 排出量
（Kg-CO2）

活動量 排出量
（Kg-CO2）

活動量 排出量
（Kg-CO2）

基準値（Ｈ25） 令和 2 年度 目標値（令和３年度）

電 気 使 用 量

ガソリン使用量

軽 油 使 用 量

ＬＰガ ス 使 用 量

Ａ 重 油 使 用 量

灯 油 使 用 量

合　　　計

KWh

ℓ

ℓ

㎥

ℓ

ℓ

－

0.571

2.322

2.585

5.968

2.710

2.489

－

1,225,681

34,747

22,663

1,447

36,000

19,952

－

699,864

80,683

58,584

8,636

97,560

49,660

994,987

1,141,744

31,799

21,150

1,484

35,500

7,209

－

651,936

73,837

54,673

8,857

96,205

17,943

903,451

1,182,782

33,531

21,870

1,396

34,740

19,254

－

675,369

77,859

56,533

8,334

94,145

47,922

960,162

上　水　道　（㎥）
基準値（Ｈ25） 令和 2 年度 目標値（令和３年度）

4,462 4,110

コ　ピ　ー　枚　数　（枚）
基準値（Ｈ25） 令和 2 年度 目標値（令和３年度）

147,939 160,295

4,306

142,761

令和２年度財政状況

歳　入

科　　　 目 予算現額

令和２年度（令和3年5月31日現在）の財政状況をお知らせします。

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

組 合 債

合 計

1,904,671

2,533

12,532

931

30,795

8,118

4,459

31,400

1,995,439

収入済額
1,904,671

2,668

12,805

789

27,070

8,118

4,173

31,400

1,991,694

収入率
100.0%

105.3%

102.2%

84.7%

87.9%

100.0%

93.6%

100.0%

99.8%

（単位：千円） 歳　出

科　　　 目 予算現額

構成割合

議 会 費

総 務 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1,206

80,481

1,740,517

98,421

74,314

500

1,995,439

支出済額
668

74,004

1,713,266

96,521

74,176

0

1,958,635

執行率
55.4%

92.0%

98.4%

98.1%

99.8%

0.0%

98.2%

（単位：千円）

財産の状況

基　　　　金
252,933 千円

建　　　　物
12,131 ㎡

土　　　　地
28,173 ㎡

（令和3年3月31日現在）

分担金及び負担金
95.63%

組合債
1.58%

繰入金
1.36%

県支出金
0.64% その他

0.79%

歳 入（収入済額） 歳 出（支出済額）

教育費
4.93%

公債費
3.79%

総務費
3.78% 議会費

0.03%

消防費
87.47%

令和２年度主要事業

〇南三陸消防署仮設庁舎解体・撤去工事

〇気仙沼消防署唐桑出張所用地舗装工事

〇消防ポンプ自動車CD－Ⅰ型取得（歌津出張所）

〇事務連絡車取得（消防本部）

20,944千円

1,760千円

42,350千円

2,475千円

〇高規格救急自動車・高度救命処置用資機材取得
　（気仙沼消防署）
〇高規格救急自動車・高度救命処置用資機材取得
　（南三陸消防署）
〇東京オリンピック消防・救急体制整備資機材取得
〇リアス・アーク美術館屋上防水改修工事

34,408千円

36,938千円

2,381千円 
2,343千円 

■公文書の公開請求件数と処理状況

公開 部分公開 非公開 処理中
実施期間

管理者
消防長
教育長
議会
計

1
6
0
0
7

1
1
0
0
2

0
5
0
0
5

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

請求件数
処理状況

■自己情報の開示請求件数と処理状況

公開 部分公開 非公開 処理中
実施期間

管理者
消防長
教育長
議会
計

1
0
0
0
1

0
0
0
0
0

1
0
0
0
1

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

請求件数
処理状況

令和２年度　公文書の公開状況と自己情報の開示状況
　当組合では、保有する公文書などの「情報公開」や本人の求めに応じた「自己
情報開示」を行っています。
　令和２年度の状況は、公文書公開請求７件（前年度３件）、自己情報開示請求
１件（前年度２件）でした。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
１
１
９
番
受
信
時
、
電
子
地
図
を

利
用
し
て
災
害
（
救
急
を
含
む
）
現
場
を
特
定
し
ま
す
。

新
築
住
宅
は
電
子
地
図
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
災
害

現
場
の
特
定
が
困
難
で
現
場
到
着
が
遅
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

最
寄
り
の
消
防
署
・
出
張
所
へ
申
し
込
む
こ
と
で
電
子
地
図

に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
万
が
一
の
時
に
備
え
、

左
記
対
象
の
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
申
込
用
紙
は
当

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
。

【
対
象
】
平
成
29
年
３
月
１
日
以
降
に
新
築
し
た
住
宅
（
気

仙
沼
市
及
び
南
三
陸
町
）

　
　

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
受
信
時
、
初
め
に
災
害
現
場
の
住

所
や
近
く
の
目
標
物
を
聞
き
、
災
害
現
場
を
特
定
し
た
段
階
で
、

最
寄
り
の
消
防
署
に
出
動
の
指
令
を
出
し
ま
す
。

 

そ
の
ほ
か
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
出
動
隊
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
情
報
と
し
て
、
出
動
の
指
令
を
出
し
た
後
に
聞
い
て

い
ま
す
の
で
、
場
所
を
伝
え
た
後
も
落
ち
着
い
て
聞
か
れ
た
内

容
に
答
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

05
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
皆
様
へ

万
が
一
の
通
報
の
際
は…

電
子
地
図
登
録
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
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令和２年度　地球温暖化防止対策実施状況

当組合における令和２年度地球温暖化防止対策の実施状況は、下記のとおりです。

◎燃料関係

◎上水道関係

◎コピー枚数

（広報紙掲載補助金事業）

項　　目 単　　位 排出係数 活動量 排出量
（Kg-CO2）

活動量 排出量
（Kg-CO2）

活動量 排出量
（Kg-CO2）

基準値（Ｈ25） 令和 2 年度 目標値（令和３年度）

電 気 使 用 量

ガソリン使用量

軽 油 使 用 量

ＬＰガ ス 使 用 量

Ａ 重 油 使 用 量

灯 油 使 用 量

合　　　計

KWh

ℓ

ℓ

㎥

ℓ

ℓ

－

0.571

2.322

2.585

5.968

2.710

2.489

－

1,225,681

34,747

22,663

1,447

36,000

19,952

－

699,864

80,683

58,584

8,636

97,560

49,660

994,987

1,141,744

31,799

21,150

1,484

35,500

7,209

－

651,936

73,837

54,673

8,857

96,205

17,943

903,451

1,182,782

33,531

21,870

1,396

34,740

19,254

－

675,369

77,859

56,533

8,334

94,145

47,922

960,162

上　水　道　（㎥）
基準値（Ｈ25） 令和 2 年度 目標値（令和３年度）

4,462 4,110

コ　ピ　ー　枚　数　（枚）
基準値（Ｈ25） 令和 2 年度 目標値（令和３年度）

147,939 160,295

4,306

142,761

令和２年度財政状況

歳　入

科　　　 目 予算現額

令和２年度（令和3年5月31日現在）の財政状況をお知らせします。

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

組 合 債

合 計

1,904,671

2,533

12,532

931

30,795

8,118

4,459

31,400

1,995,439

収入済額
1,904,671

2,668

12,805

789

27,070

8,118

4,173

31,400

1,991,694

収入率
100.0%

105.3%

102.2%

84.7%

87.9%

100.0%

93.6%

100.0%

99.8%

（単位：千円） 歳　出

科　　　 目 予算現額

構成割合

議 会 費

総 務 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1,206

80,481

1,740,517

98,421

74,314

500

1,995,439

支出済額
668

74,004

1,713,266

96,521

74,176

0

1,958,635

執行率
55.4%

92.0%

98.4%

98.1%

99.8%

0.0%

98.2%

（単位：千円）

財産の状況

基　　　　金
252,933 千円

建　　　　物
12,131 ㎡

土　　　　地
28,173 ㎡

（令和3年3月31日現在）

分担金及び負担金
95.63%

組合債
1.58%

繰入金
1.36%

県支出金
0.64% その他

0.79%

歳 入（収入済額） 歳 出（支出済額）

教育費
4.93%

公債費
3.79%

総務費
3.78% 議会費

0.03%

消防費
87.47%

令和２年度主要事業

〇南三陸消防署仮設庁舎解体・撤去工事

〇気仙沼消防署唐桑出張所用地舗装工事

〇消防ポンプ自動車CD－Ⅰ型取得（歌津出張所）

〇事務連絡車取得（消防本部）

20,944千円

1,760千円

42,350千円

2,475千円

〇高規格救急自動車・高度救命処置用資機材取得
　（気仙沼消防署）
〇高規格救急自動車・高度救命処置用資機材取得
　（南三陸消防署）
〇東京オリンピック消防・救急体制整備資機材取得
〇リアス・アーク美術館屋上防水改修工事

34,408千円

36,938千円

2,381千円 
2,343千円 

■公文書の公開請求件数と処理状況

公開 部分公開 非公開 処理中
実施期間

管理者
消防長
教育長
議会
計

1
6
0
0
7

1
1
0
0
2

0
5
0
0
5

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

請求件数
処理状況

■自己情報の開示請求件数と処理状況

公開 部分公開 非公開 処理中
実施期間

管理者
消防長
教育長
議会
計

1
0
0
0
1

0
0
0
0
0

1
0
0
0
1

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

請求件数
処理状況

令和２年度　公文書の公開状況と自己情報の開示状況
　当組合では、保有する公文書などの「情報公開」や本人の求めに応じた「自己
情報開示」を行っています。
　令和２年度の状況は、公文書公開請求７件（前年度３件）、自己情報開示請求
１件（前年度２件）でした。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
１
１
９
番
受
信
時
、
電
子
地
図
を

利
用
し
て
災
害
（
救
急
を
含
む
）
現
場
を
特
定
し
ま
す
。

新
築
住
宅
は
電
子
地
図
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
災
害

現
場
の
特
定
が
困
難
で
現
場
到
着
が
遅
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

最
寄
り
の
消
防
署
・
出
張
所
へ
申
し
込
む
こ
と
で
電
子
地
図

に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
万
が
一
の
時
に
備
え
、

左
記
対
象
の
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
申
込
用
紙
は
当

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
。

【
対
象
】
平
成
29
年
３
月
１
日
以
降
に
新
築
し
た
住
宅
（
気

仙
沼
市
及
び
南
三
陸
町
）

　
　

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
受
信
時
、
初
め
に
災
害
現
場
の
住

所
や
近
く
の
目
標
物
を
聞
き
、
災
害
現
場
を
特
定
し
た
段
階
で
、

最
寄
り
の
消
防
署
に
出
動
の
指
令
を
出
し
ま
す
。

 

そ
の
ほ
か
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
出
動
隊
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
情
報
と
し
て
、
出
動
の
指
令
を
出
し
た
後
に
聞
い
て

い
ま
す
の
で
、
場
所
を
伝
え
た
後
も
落
ち
着
い
て
聞
か
れ
た
内

容
に
答
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

05
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
皆
様
へ

万
が
一
の
通
報
の
際
は…

電
子
地
図
登
録
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
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火災時、迅速に放水を行うための訓練の様子。
日頃から様々な災害を想定した訓練を行い、備えています。

◎リアス・アーク美術館の催し物・・・・・Ｐ２

◎広域消防からのお知らせ・・・・・・・・・

◎令和２年度財政状況・・・・・・・・・・・・・

◎消防職員募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｐ４

Ｐ７

Ｐ８

気仙沼・南三陸フォトコンテストを開催します

令和４年度採用

消防職員募集

受験申込：組合事務局、気仙沼市役所人事課、南三陸町役場
総務課、各消防署に備え付け、または組合事務局ホームペー
ジ（http://km-kouiki.jp/）に掲載の申込用紙に必要事項
を記入し、下記の期日まで申し込みください。 

職 種

採 用 予 定 人 員

試 験 日 時・場 所

申 込 期 間

申 込 書 提 出 先

受 験 資 格

試 験 科 目

問い合わせ先　気仙沼・本吉地域広域行政事務組合事務局　行政係
〒988-0104　宮城県気仙沼市赤岩五駄鱈４３番地２　　TEL.0226-22-9111

若干名

令和３年９月 19 日（日）午前 9 時から　　　気仙沼・本吉広域防災センター

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合　事務局

一次試験　　教養試験、適性検査（２科目）、体力測定（７種目）
※二次試験の実施内容などは一次試験合格者に直接通知します。

令和３年７月１日（木）～令和３年８月４日（水）
※閉庁日を除く。郵送の場合は締切日の午後５時 15 分必着。

消防吏員（初級職） 消防士

①平成９年４月２日から平成16 年４月１日までに生まれた方で、高校卒業程度の学力を
有する方

②色力正常で、両眼とも裸眼視力が 0.7 以上、または矯正視力が 1.0 以上であること
③聴力が正常であること
④その他、職務遂行に支障がなく健康であること　

○募集期間　2021年10月1日（金）～2022年1月12日（水）  
　　　　　　※閉庁日（土・日・祝日）を除く。
　　　　　　　郵送の場合は締切日必着。
○サ イ ズ　Ａ４サイズ・四つ切（ワイド可）プリント
○結果発表　2022年１月下旬
○審 査 員　プロカメラマン１名他
○賞　　等　最優秀賞（全体から１点・賞状・賞金）
　　　　　　優 秀 賞（全体から２点・賞状・賞金）
　　　　　　佳　　作（全体から10点・賞状）
　　　　　　賞 候 補（全体から15点以内）※美術館にて展示

※応募作品は、2021年１月以降に気仙沼市・南三陸町内で
　撮影された未発表作品に限ります。（１人３点まで）

～送付先・問い合わせ先～
　気仙沼・本吉地域広域行政事務組合事務局　行政係
　〒988-0104　気仙沼市赤岩五駄鱈43番地2
   TEL：0226-22-9111  　　FAX：0226-22-8008 

第５回気仙沼・南三陸フォトコンテスト
最優秀賞　「気嵐の満船入港」
菊田　清一 さん（気仙沼市）

テーマは「未来に残したい、私たちの今」です。

第6回

　気仙沼市・南三陸町の暮らし・祭り・年中行事・催事など日常で見られる様々な風景をおさ
めた写真を募集します。
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